
住
所
異
動
な
ど
が
多
く
な
る
こ
の
時

期
、
市
役
所
の
本
庁
で
は
、
転
入
・
転

出
等
に
関
係
す
る
窓
口
業
務
の
受
付
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

期
間
◦
3
月
28
日
㈮
〜
4
月
3
日
㈭

時
間
◦
平
日
の
午
後
7
時
ま
で

　
　
　（�

3
月
29
日
㈯
と
3
月
30
日
㈰

は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

▼
市
民
課
（
☎
35
―

3
4
9
6
）

転
入
・
転
出
手
続
き
、
証
明
書
の
交

付
請
求
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
・
国
民
年
金
の
加
入
や
喪

失
手
続
き
　
ほ
か

▼
税
務
課
（
☎
35
―

3
1
3
6
）

税
関
係
証
明
書
の
交
付
請
求
、
原
動

機
付
自
転
車
の
新
規
登
録
・
名
義
変

更
・
廃
車
手
続
き

▼
福
祉
課
（
☎
35
―

3
3
5
6
）

福
祉
医
療
の
手
続
き

▼
子
育
て
支
援
課
（
☎
35
―

3
1
4
0
）

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

※�

市
民
課
で
は
、
通
常
の
窓
口
延
長
業

務
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

※�

他
機
関
の
確
認
が
必
要
な
場
合
や
、

転
入
・
転
出
に
関
係
な
い
業
務
は
取

り
扱
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
現
状

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。

第
4
回
は
保
険
料
の
見
直
し
や
、
知
っ
て
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
国
保
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
国
保
◦
第
4
回

親
元
を
離
れ
て
進
学
す
る
と
き

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
大
学
や
専
門
学

校
へ
進
学
す
る
た
め
親
元
を
離
れ
市
外
へ
転

出
す
る
と
き
に
は
「
学
生
用
保
険
証
」
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

転
出
届
の
際
に
、
❶
在
学
証
明
書
、
❷
現

在
の
保
険
証
を
持
っ
て
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

保
険
証
の
有
効
期
間
に
ご
注
意
を
！

健
康
保
険
を
切
り
替
え
た
と
き
は
、
新
し

い
保
険
証
の
取
得
日
（
認
定
日
）
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
取
得
日
か
ら
新
し
い
保

険
証
で
医
療
機
関
へ
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
保
険
証
の
受
け
取
り
が
遅

れ
た
り
、医
療
機
関
へ
出
し
忘
れ
た
り
し
て
、

以
前
の
保
険
証
で
受
診
し
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
へ
保
険
証
が
切
り
替
わ
っ
た
こ

と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
遅
れ

る
と
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医
療
費
の
返
還

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
保
険
料
の
未

納
が
あ
る
た
め
に
、
医
療
や
年
金
の
給
付
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
を
防
ぐ
た
め
に
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま

す
。申
し
込
み
は
金
融
機
関
ま
た
は
市
民
課
・

各
支
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
先

市
民
課

☎
35
―

３
４
９
５

市
国
民
健
康
保
険
の
状
況

保
険
料
の
見
直
し
と
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
財
政
の

健
全
な
運
営
の
た
め
に

市
の
国
保
財
政
は
、
保
険
料
収
入
の
減
少

に
加
え
、
高
齢
化
と
医
療
の
高
度
化
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
5
年
連
続
で
単
年

度
収
支
が
赤
字
と
な
る
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
は
急
激
な
負

担
増
と
な
ら
な
い
範
囲
で
保
険
料
の
引
き
上

げ
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
不
足

す
る
た
め
、
一
般
家
庭
の
貯
金
に
あ
た
る
財

政
調
整
基
金
か
ら
約
2
億
9
千
万
円
を
取
り

崩
し
、
補
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
財
政
調
整
基

金
も
こ
の
ま
ま
で
は
底
を
つ
く
こ
と
か
ら
、

来
年
度
は
保
険
料
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
今
後
、
広
報
た
か
や

ま
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。な
お
、

最
終
的
な
保
険
料
は
平
成
26
年
7
月
の
本
算

定
時
に
決
定
と
な
り
、
納
付
義
務
者
（
世
帯

主
）
へ
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健
康
保
険
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

（
表
①
）

国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
の
資
格
異
動

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
2
週
間
以
内
に

届
出
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
せ
ず
放
置
さ
れ
る
と
、
保
険
料

が
二
重
納
付
と
な
っ
た
り
、
遡
っ
て
保
険
料

が
か
か
り
一
度
に
高
額
の
保
険
料
負
担
が
必

要
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医
療
費
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

表① 
届出が必要となる

　　 主なケース

※詳しくはお問い合わせください

加
入
の
場
合

市外から転入したとき

職場の健康保険をやめたとき

家族が職場の健康保険の被扶養者から
はずれたとき

子どもが生まれたとき

や
め
る
場
合

転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

家族が職場の健康保険の被扶養者と
なったとき

死亡したとき

そ
の
他

住所、氏名、世帯主が変わったとき

就学や施設入所のため、市外へ転出す
るとき

開
設
窓
口
と
受
付
業
務

市
役
所
本
庁
の
各
窓
口

受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
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